
Ⅰ　基本情報

昭和53年12月18日

複数施設を一括評価の場合、その理由：

業務の範囲

指定単位

指定管理者評価シート

事業名 豊平区市民部地域振興課（011-822-2427）

２　指定管理者

事業概要

目的
地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増進
に寄与する。

地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号）

１　施設の概要

名称 札幌市豊平区民センター

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

所在地 札幌市豊平区平岸6条10丁目

2,750.04㎡

名称 一般社団法人札幌市区民センター運営委員会

開設時期

主要施設

３　評価単位

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

募集方法

指定期間 令和5年4月1日～令和10年3月31日

非公募

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運営さ
れることにより、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセンター
の管理運営を通して把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信頼関係が
築かれ、地域社会における絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担い手の育成に
寄与することも期待される。このようなことから、設置目的の実現のために、地縁による団体により設
立された団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当センター等の管理運営に
関わりを持つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受けた団体により、現に良好な管理運営
が行われている場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募としたもの。

施設数：１施設

延床面積

施設数：１施設

大ホール・会議室（3室）・和室（3室）・料理実習室・陶工芸室・視聴覚室・図書室

複数施設を一括指定の場合、その理由：
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Ⅱ　令和７年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

(1)統括管理
業務

1　業務の要求水準達成度

指定管理者
の自己評価

▼節電・節水については、職員が率先して行い、館内
の啓発掲示や呼びかけにより利用者に理解と協力を求
めた。

▼敷地内に、市）循環型社会推進課が設置した古紙回
収ボックスが配置されており、区民からの問い合わせ
や持ち込み時の利用法や土・日・祝日にも利用できるこ
となどを案内し、市民サービスの向上と資源回収事業
への協力を行った。

▽　管理運営に係る基本方針の策定

実施状況

今後も、日頃から省
エネ・節電を心掛け、
利用者の協力を得な
がら積極的に環境配
慮の推進を行ってい
きたい。

項　目

▼地域のコミュニティ施設として、地域住民のコミュニ
ティ活動の助長及び生涯活動の普及振興を図り、地域
住民の福祉の増進に寄与することを目的とした区民セ
ンターの設置目的を実現するため、次の目標を管理運
営の方針として定めている。①まちづくりに興味を持つ
きっかけになる場の提供②地域の人材の発掘と活用③
情報発信・受信の拠点化④区民から親しまれる区民セ
ンターを目指す。

所管局の評価

公の施設として、誰
からも親しまれ気持
ちよく利用していただ
ける区民センターの
実現に向け、職員一
丸となって、管理方
針に基づき適切な管
理運営を行った。

▼施設の運営・管理にあたっては、公平・公正・公開の
三大方針を重要な柱としている。

①公平については、管理基準を明確にし、それぞれの
業務において、公平性が反映されるように手順を決め
ている。

③その過程を公開することこそ最も重要と考え、例えば
貸室の決定時における、公開抽選の具体的取り組みを
行っている。なお、抽選に外れた場合は、代替の空き室
を案内するなどの利用者の立場にたった対応を行い、
さらに利用率の向上にも繋げている。

施設の平等利用及
び公平・公正な対応
について、夜間対応
の委託職員も含め、
職員全員で意思統一
して取り組んだ結
果、大きなトラブルも
なく、公平・公正性は
確保されていると考
える。

利用者には丁寧な説
明やわかりやすい資
料を作成し、取り組
みに信頼・理解・協
力をいただいてい
る。

情報の差がないよう
に「広報さっぽろ」、
HP、チラシ、館内ポ
スター等を活用し、情
報発信を行ってい
る。

②公正については、組織及び職員個人の理念として基
本的に身に付けなければならないと考え、そのために
理念を公にし、運営委員長のリーダーシップのもと、事
務局を統括する館長は、組織として公平・公正が確保さ
れているかを常に確認し、職員研修やミーティングを通
じて意識の醸成と徹底を図っている。

仕様書に定めら
れているとおり適
切に実施されてい
る。
策定した方針に
基づき、公平・公
正な対応に努め
ており、施設の平
等利用を確保して
いる。

▼区民センターで使用する事務用品等は、出来る限り
グリーン購入ガイドライン指定品の使用に努めた。

▼レスペーパー・裏紙使用、詰め替え用品の利用、ト
ナーカートリッジのリサイクルによりゴミを減量した。

▼7月から9月までの期間、豊平区民センターの待合い
スペースをクーリングシェルター(夏の暑さを避けるため
の無料で利用可能な場所）として開設した。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▼物品購入や修繕時には、札幌市公共建築物シックハ
ウス対策指針等に基づき、確認するように選定し、結果
を報告している。
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参加した職員からの
情報・報告を職員間
で共有し、業務で生
かしていきたい。
図書研修は動画配
信研修のためシフト
や移動時間に関係な
く受講できた。今後も
積極的に参加した
い。

▼一般社団法人札幌市区民センター運営委員会では、
管理運営は、地域住民で構成される豊平区民センター
運営委員会を組織して行っており、事務局には館長、
副館長のほか事務室に職員3名、図書室には司書有資
格者3名を含む4名の職員を配置。
夜間も常時2名の委託職員を配置し、管理体制の万全
を図っている。

▼豊平区民センターは、夜間案内業務を第三者に委託
している。業務の実施にあたっては、日誌等書面報告
だけでなく、適宜打合せを行うなど理解・確認に努め、
区民センター職員との密接な連携と情報共有を図って
いる。

日頃から、利用者の
利便性の向上を念頭
に、改善に努めた。

館内の安全や不備を
点検し、利用者の意
見や要望に耳を傾
け、対応できるもの
は速やかに行った。
今後も利用者の利便
性向上のための工
夫・改善や事故防止
に努めたい。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、
受託者への適切監督、履行確認）

管理運営組織の確
立に関しては、業務
仕様書等に基づき適
切に対応した。また、
法令により求められ
ている事項について
も、適切に実施した。

夜間案内業務に従
事する委託職員も、
区民センター職員と
同じであるという意識
付けを行うとともに、
回覧や打合せを実施
し、サービスの向上
に努めた。

▼窓口での要望や課題、事例に関する条例やマニュア
ルの確認、館内の設備や備品の故障や不具合など、気
づいた点は、必ず全員に伝わるよう心がけている。シフ
ト制のため、事務職員業務日誌、図書業務日誌、夜間
業務日誌を活用するほか、適宜、回覧やミーティングで
情報の共有化を図っている。

▼経年劣化した備品の更新や利用者からの要望の多
い備品の整備を行っている。経費節減しながら、スク
リーン、冷蔵庫、炊飯器、スタッキングチェアなどを更新
し利用者の利便性の向上に努めた。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事
者の確保・配置、人材育成）

▼毎年度、人材育成のため研修計画を立てて職員研
修を実施している。令和7年度は10の研修を実施した。
「ホームページ研修」ではアクセシビリティの必要性と配
慮・確保やユーザビリティの必要性等について説明を
受けた。
「Canva研修」は2回行い(そのうち１回は札幌市生涯学
習センター主催研修)、効果的なチラシ等の作成に役立
てた。
「接遇研修」では電話マナーについての研修を行った。
また、「障がい福祉研修」「環境マネジメントシステム研
修」は個人研修とし、資料を読み込み再確認をした。
中央図書館主催の図書職員の専門研修「スキルアップ
1・2研修」は動画配信研修となった。
そのほか「防火・防災研修」では、避難誘導・消化訓
練、AED訓練等を行った。

▼事務局職員の事務役割分担、緊急時の連絡網や災
害非常時の呼び出し連絡網等を整備している。

▽　管理水準の維持向上に向けた取組
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・令和6年度事業、収支決算報告

・令和7年度年度事業計画

・センター祭について

・令和7年度中間事業・収支状況

・令和7年度貸室利用状況

・令和8年度事業計画

▽　要望・苦情対応

第3回
R7.12.4

全体会議

資金管理、現金取扱
いは、業務仕様書に
おいて求められてい
る事項を適切に実施
した。
打合せや相互チェッ
ク体制が適正な経理
処理に生かされてい
る。

▼資金管理に関しては、指定管理業務及び札幌市から
の委託業務について、税理士に委託し監査、点検、確
認を行っている。

第1回
R7.6.10

全体会議

・各館の運営状況

・各館からの報告事項

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

・各館の運営状況

・各団体の近況

豊平区民センター運
営協議会は6月に全
体会議を開催し、事
業・収支等の報告を
行った。
12月は中間報告とし
て会議を開催し、運
営状況の報告や次
年度の事業計画につ
いてご意見を伺っ
た。

区内コミュニティ施設
の3館と地域振興課
による豊平区館長会
議を2回開催した。区
からの連絡事項等は
指定管理申込に係る
共通認識を深め、セ
ンター間では講座や
事業の様々な問題や
工夫などの情報交換
を行い、業務の参考
にしている。

・各館からの報告事項

協議・報告内容開催回

・地域振興課からの連絡事項

▼特に現金については、手順や確認方法等を明確にし
て、全職員共通の認識とし、併せて、チェック体制を整
備して取り扱い、適正な執行に万全を期している。

▼現金等の取扱いについては、当該業務の重要性を
考え、会計規程においてその取扱いを定め執行すると
ともに、日常的に複数職員による管理・確認を行ってい
る。

▼事業報告については、定められた様式に基づき、札
幌市に対し毎月報告を行った。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリン
グの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評
価の実施）

・利用者アンケート集計結果

第2回
R7.9.8

区内館長会議

第4回
R8.3.11

区内館長会議

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の
開催）

・地域振興課からの連絡事項

要望・苦情について
は、迅速な対応が求
められることから、日
頃から全職員が種々
の情報収集を行うと
ともに共有化を図り、
速やかに対応、解決
するように努めた。

アンケート結果など
のいただいた意見を
踏まえ、一層の改善
を図りながら、事業
や市民サービスの向
上に努めたい。

今後とも、適切な事
務処理に努めたい。

▼札幌市の業務検査において助言があった事項
は適切に対応した。

▼講座等の事業実施にあたっては、必ずアンケートを
行い、満足度や要望等の意見を集約して、次回事業実
施の参考としている。

▼要望・苦情については、改善できるものは改善を行う
など迅速に対応し、理解いただけるように努めている。
内容により、経緯・結果を札幌市に報告している。

▼利用者からの要望・意見は、自由に提案してもらえる
ように、目安箱「区民の声」をロビーに設置している。

▼利用者アンケートは1月及び2月に行い、結果を館内
に掲示した。

▼要望・苦情に適切な対応をするためにも、日々業務
の学習と職員間の情報共有が大切であり、職員ミー
ティング等により更なる業務の習熟と情報共有に努め
ている。

＜協議会メンバー＞
全体会議：町内会関係者・サークル代表3名、豊平区社
会福祉協議会職員・豊平区地域振興課職員3名、豊平
区民センター運営委員会正副委員長2名、事務局2名
計11名
区内館長会議：豊平区地域振興課職員2名、豊平区民
センター1名、豊平区内各地区センター2名　計5名
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

関係法令を遵守
しており、さらなる
雇用環境の維持
向上の取組みが
なされていること
から、仕様書に定
められているとお
り適切に実施され
ている。

▼令和5年4月1日に定めたハラスメント防止規程を踏ま
え、ハラスメントのない職場づくりに努めている。

▼指定管理者の申込時に提出した、ワーク・ライフ・バ
ランスの取り組みに関して適切に実施した。

▼正規職員を新たに雇用する際、現在の非正規職員
から希望者を募り、内部登用試験を実施した。法人全
体で非正規職員2名を正式職員に転換した。

▼施設で働く職員に対し、時間外労働又は休日労働を
させた場合、それぞれ法定割合以上の割増賃金を支
払った。

▼1年に1回定期健康診断を実施した。

▼施設で働く職員は、１週38時間45分を順守した。

▼育児休暇・介護規程の整備を図り、平成31年4月1日
から施行している。令和7年10月から施行される「柔軟
な働き方を実現するための措置」として、「年10日の養
育両立支援休暇の付与」と「短時間勤務制度」を導入す
る規程改正を行った。

▼労働者の勤務形態、家族状況等に応じて健康保険、
年金保険に適切に加入させている。また、必要に応じて
適切に届出等を行った。

▼職員の福利厚生と退職金制度の充実を図るため、札
幌市中小企業共済センター（さぽーとさっぽろ）に加入し
ている。

▼施設で働く職員に対し、最低賃金 1,075円（令和７年
10月4日発効）を上回るよう臨時職員、パートタイム職員
の給与・時給を改定し支給した。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

▼全ての労働者を労災保険に、条件を満たす労働者を
雇用保険に加入させた。

▼施設で働く職員に、時間外労働又は休日労働をさせ
る場合は、労働基準監督署に提出している労使協定締
結届（36協定）に基づいて行った。

労働関係法令を遵守
し、職員就業規則等
を定め、職員の雇用
環境の維持に努め
た。
また、社会保険労務
士事務所に逐次相
談・指導を受け、労
働環境の向上に努
めている。

▼労働基準監督署からの行政指導を受けなかった。

▼非正規職員を除き、正規職員で有期労働契約が5年
を超えて更新した職員に、無期転換ルールの適用を行
い、平成31年4月1日から無期契約を行っている。

(2)労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　利用者の安全確
保や市民サービ
ス向上のための
修繕、備品更新を
積極的に行ってお
り、仕様書に定め
られているとおり
適切に実施されて
いる。
　また、消防訓練
への参加、緊急時
マニュアルの常備
等、防災意識の向
上が継続的に図
られている点も評
価できる。

今後とも、防火・防災
の意識を高め、備え
を徹底して来館者の
安全を図っていきた
い。

▼AEDはいつでも誰でも使用できるよう、ロビーに設置
している。AEDは日常点検を行っており、バッテリーや
消耗品の使用期限も確認し交換している。

▼　連絡・連携が速やかに行えるよう緊急連絡網を整
備し、火災時等に適切な行動が取れるよう職員ミーティ
ングで確認している。

▼豊平区役所・区民センター消防計画に基いた自衛消
防訓練に参加し、避難経路や役割分担を確認し災害時
に備えている。また消防計画書、緊急時の対応マニュ
アルを常備し、いつでも確認できるようにしている。

▼損害賠償保険は、業務仕様書に適合したものに加入
している。

▼利用者の安全管理については、区民センター運営の
基本であることを全職員の共通認識として持ち、施設等
の保全管理に万全を期するとともに、利用者に対しても
理解協力を求める掲示をするなど、安全の確保に努め
た。

▼拾得物の取扱いについては、その都度、記録簿に日
時・拾得場所等を記載し、貴重品等は豊平警察署に届
け出ている。

▼｢AED･救急救命」研修は、職員と夜間業務勤務者
で、心肺蘇生とAEDの使用方法を実技を交えて学ん
だ。

▼駐車場、警備、清掃、空調設備については、札幌市
から委託を受けた業者が行っている。

▼貸室使用後の点検等で発見した忘れ物については、
利用サークル等に照会し、迅速に返還するようサービ
スの向上に努めている。該当者がいない場合には、拾
得物の取扱いと同様に処理している。

▼ウイルスの感染拡大防止のため、1階ロビー、3階区
役所連絡通路に手指消毒液を配置し、利用者、職員が
いつでも消毒できるようにした。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
　繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

館内巡視を行い職員
一丸となって、利用
者の安全管理に努
めた。

拾得物等の管理につ
いて、適切に対応で
きた。

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上へ
の配慮、連絡体制確保、保険加入）

利用者に安全かつ気
持ちよく区民センター
を利用していただくた
め、業務仕様書の求
める事項を踏まえ、
その対応に努めた。

▼施設の維持管理については、日常の巡回・点検によ
り、設備や備品の不具合や故障等の確認を行い、安全
に万全を期すように努めた。
　また、区、清掃業者、空調担当業者とも日頃から連携
を図り、管理運営業務に支障のないようにしている。

▽　防災

▼修繕に関しては、利用者の安全確保や利便性を考慮
して、施設等の劣化や損傷を最小限に抑えることに努
めるとともに、予算の執行状況を見ながら出来うる限り
の対応を行う。大きな修繕の場合は札幌市の承認を得
て行うこととしている。

修繕等は利用者の
安全確保を優先に、
緊急性の高いものに
対応することとしてい
る。
また、備品について
は、予算と見合わせ
ながら、適切に更新
した。

(3)施設・設備
等の維持管
理業務
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　生涯学習に関する情報収集及び提供業務

(人） (人）

 

B/A
（％）

理解度
（％）

満足度
（％）

受講者
数(B) 　区民講座は、11

講座のうち、7講
座が要求水準（受
講者数が募集人
数の80％）を満た
している。また、い
ずれの講座も理
解度、満足度共に
高くなっており、
サークルとして継
続した活動につな
がった講座もある
ため、適切に実施
されているものと
評価する。受講者
数が思わしくな
かった講座は、講
座内容見直しや
別の講座への変
更の検討をしてい
ただき、引き続き
市民ニーズの把
握に努めた上で、
講座内容の充実
を図っていただき
たい。
　地域住民の交流
等を目的とした事
業は、７事業全て
が要求水準（来場
者数が来場者目
標数の80％）を満
たしており、多くの
方に来場者にして
いただき、地域住
民の交流等を図っ
ていただけたもの
と評価する。
　地域の憩いの場
づくり施設活用事
業（無料）は、囲碁
将棋の大きな利
用者数を保ちつ
つ、卓球とバドミン
トンにおいても昨
年度と比べ大きく
利用者数を増やし
ている点が評価で
きる。
　図書業務につい
ても、これまでに
引き続いて利用者
の利便性向上に
努めてながら新事
業の開拓も行なっ
ており、評価でき
る。

95%

計7事業実施

図書室「回して当てよう！図
書室でPON！！」

15 30 200%

図書室「こども本のおたのし
みぶくろ」

15 20 133%

（人）

16 21 131% 100%

20

(4)事業の計
画・実施業務

▽　講座に関する学習機会の提供業務

講座名 回数

定員
(A)

（人）

ほぼ計画通りに実施
することができた。た
くさんの方に参加い
ただき理解度・満足
度とも良い結果を得
ることができた。

実施した11講座中、
「ZUMBAでシェイプ
アップ」講座について
はサークルとなり継
続して活動することと
なった。

100%

100%

6 30% 100%

ZUMBAでシェイプアップ 6 20 30 150% 100%

自然ウォッチング2026 4

100% 100%

手作りパン講座 4 12 12 100% 100% 100%
はじめてのウクレレ講座 6 16 16 100%

100%
はじめてのフランス語講座 6 16 14 88% 100% 100%

編み物講座 4

みんなで楽しく
歌いましょう♪

6 20 22 110% 94%

お江戸のお話～長屋
の暮らしと武士の世界
～

4 20 18 90% 100%

2 20 6 30% 100%

88%

100%

100%
ご近所先生企画講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5 20 8 40% 100% 100%
「イタリア語講座」

子ども水フェルト

ご近所先生企画講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　
中 止 - -

「わんこ用クッキー作り」

ご近所先生企画講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　
5 20 8 40%

｢安全に楽しく使おうSNS」

200 161 - -

-

100% 100%

-

※「わんこ用クッキー作り」講座は申込者が４名と少なかった
ため中止した。

▼市内の各施設で行っている講座、活動サークルの状
況、各種行事など市民に有益な情報を収集して、ポス
ターの掲示やチラシの配架、ホームページなどで情報
提供した。

▽地域に関する市民の自主活動及び交流の支援業務

事業名
参加者数(B) B/A

（％）

募集人員(A)

計11講座　実施 52

114%

サマーコンサート
（サクソフォンアンサンブル）

150 169 113%

共催
200 398 199%ウインドアンサンブルラミューズ

コンサート

1,438 1,809 -

ボッチャ体験会 20 18 90%
豊平区民センター祭 1,000 1,138

▼地域住民の交流する場の提供を目的とした施設開
実施種目 実施時間等 実施回数 参加者数

図書室「新春　本の福袋」 38 36

卓球・バドミントンの
利用者は増加傾向
にある。囲碁将棋は
最近減少傾向だが
多くの方に利用して
いただいた。
利用が増えるよう、
更にPRに力を入れ
たい。

卓球
第1・3（月）18：00～20：30
第2・4（土）9：00～11：30

39 643

バドミントン 第2・4（月）18：00～20：30 22 323

囲碁将棋 毎週（木）13：00～16：30 50 827

センター祭は2年ぶり
に開催し、多くの来
場者でにぎわった。
「サマーコンサート」
「共催コンサート」とも
に定員を上回る参加
があり、子どもから大
人まで楽しんでいた
だけた。
図書室では、新たな
事業も実施し図書に
より親しむ機会を提
供することができた。
これらの事業を通じ
て地域の方々の交流
を深めることができ
た。

7



▽　生涯学習に関する相談業務

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

人数(人）

6・7月、1・2月は一部
の貸室において選挙
の期日前投票会場
や選挙管理委員会
事務室としての使用
があった。

昨年7月に貸室使用
料を引き上げたにも
かかわらず、利用件
数は前年より伸びて
いる。日頃のPRや利
用者の要望に合った
貸室の紹介など、き
め細かい窓口対応も
利用増に貢献してい
ると考える。

講座を工夫し、１講
座からサークルが結
成され、利用促進に
繋がった。

今後も職員全員で、
気持ちよく利用して
いただくことに努め、
利用方法の丁寧な説
明やPRも継続し、利
用率を上げていきた
い。

件数(件) 6,916

29,000

稼働率(％)

稼働率(％)

和室

参加型の事業を増や
した結果、貸出数、
利用数ともに微増の
結果となった。今後も
興味を持ってもらう事
業を展開したい。

令和6年度で終了と
なった読み聞かせ事
業の代わりに新事業
を入れた結果、参加
者が増えた。福袋は
今年度も好評だった
ことから次回も継続
予定。利用者促進を
行いたい。

54.6

2,000

50.4

113,000

60.7

件数(件) 1,689

166,623

60.0

168,372

57.7

27,263

人数(人）

50.0

28,357

1,986

　貸室利用率（合
計）は、R6実績を
大きく上回り、新
型コロナウイルス
前の平成30年度
の実績を基準とし
たR7計画値をほ
ぼ達成している。
　今後も、利用者
にとって魅力ある
講座・事業の実施
と、親切・丁寧な
利用者対応等に
より、更なる利用
促進に繋げていた
だきたい。

6,168 6,730

▽　不承認0件、　取消し97件、　減免0件、　還付5件

(内、選挙による取消し 14件     雪害による取消し 17件）　

合計

61.0

実習室

件数(件) 1,533 1,700

稼働率(％) 43.9 52.0

1,821

人数(人） 18,359 23,000 23,046

稼働率(％) 66.5 70.0 71.3

会議室

件数(件) 2,215 2,880 2,338

人数(人） 17,418 20,000

人数(人） 103,583 41,000 99,106

750

(5)施設利用
に関する業務

R6実績 R7計画 R7実績

大ホール

件数(件) 731 771

69.0 69.7稼働率(％)

▽　利用件数等

64.0

17,863

令和7年度

▼市内のサークル活動の状況、各種講座、札幌市の広
報の情報などに関する相談に応じた。

開室日数 336 341 △1%

蔵書数 26,236

▽　図書業務

3.6%

26,540 1.1%

令和6年度 増減

貸出数 61,600 60,482 17.5%

2,6882,717

返却数 63,409 62,957 3.6%

2,381 2,026

※登録者については、図書館の電算更新に伴い未利
用者のデータ削除の影響のため増減あり

▼図書館システム機器更新に伴う図書館システム停止
のため休室、開室日数が減少となった

▼利用促進事業・読書推進
・特集コーナーで毎月テーマを変え図書の展示を行った
・新刊図書紹介、市内所蔵予約ベスト10の掲示紹介
・七夕の短冊やクリスマスカードなど季節のイベントに
合わせた参加型の掲示を行った

▼8月「回して当てよう！図書室でPON！！」（児童）、カ
プセルトイを使用した新しい試み
12月「こども本のおたのしみ袋」（児童）、1月「新春 本の
福袋」(大人）はともに利用者が普段選ばないような本を
読むきっかけを提供した

レファレンス件数

利用数 22,243 21,468 3.6%

登録者数 1.8%
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

区民センターだ
よりの発行や、お
知らせボードの設
置など、様々な手
法で周知を行う工
夫がされているこ
とから、適切に実
施されているもの
と評価する。

市内企業等の活
用や福祉施策へ
の配慮等がなされ
ており、適切に実
施されているもの
と評価できる。

▼ホームページの内容充実に努めた。

▼利用の問い合わせには方法や部屋の特徴、貸出備
品など親切丁寧に対応した。

▼ロビーにカラーコピー機を設置し、サークル利用者や
区役所への来訪者などたくさんの区民に利用いただい
ている。

▼抽選に外れたサークルに対しては、他の空き室状況
を案内し、利用者の活動をサポートすることに努めた。

▽　利用促進の取組

▼消耗品・備品及び図書の雑誌購入は地元の企業、ご近所先生企
画講座では地元の講師を活用している。

▼北海道盲導犬協会「ミーナの募金箱」を設置し協力している。

▼障がい福祉事業所の手づくり品の販売や作品展など１階ロビー使
用に協力した。

▼夜間案内業務をシルバー人材センターに委託し、高齢者雇用に配
慮している。

▼ウェブアクセシビリティの確保・向上の取り組みを実施
し、平成31年4月にホームページを改定し公開している。

(6)付随業務

▼館内に設置の掲示板やパンフレット棚については、利
用規則を定め、できるだけ多くの要望に応えるとともに、
チラシ等が見やすいよう棚の増設、配置場所・方法にも
工夫をした。

▽　広報業務

▽　自主事業

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▼そのほか、地下鉄掲示板の活用、他の区民センターへ
のチラシ等送付を行い、講座や事業のPRに努めた。

▼ホームページを随時更新し、講座や事業等について、
最新情報の提供に心掛けた。

▼「赤い羽根共同募金箱」を設置し協力している。

該当事業は実施していない

２　自主事業その他

▼JIS X 8341-３：2016に基づいた「ウェブアクセシビリティ
試験」の結果を踏まえ、「ウェブアクセシビリティ取組確
認・評価表」を令和7年10月15日に作成し、その結果を公
表した。

▼「区民センターだより」は講座の募集のほか、講座から
誕生した新サークル紹介なども記載し配布した。

▽　引継ぎ業務

▼講座や事業の開催にあたっては、ホームページや広報
誌を活用するとともに、チラシ等を区内の地区センターや
まちづくりセンター等の公共施設に配布依頼した。

施設設置の主旨を考
慮して、出来る限り
仕様書において求め
られている事項を適
切に実施した。

▼玄関風除の「区民センターからのお知らせ」ボードに事
業や講座のチラシやお知らせを掲示し、来館者に情報を
見やすくした。

今後とも、ホーム
ページによる情報の
発信、チラシやポス
ター等によるＰＲなど
地道に取り組み、総
合的に利用率の向
上につなげたい。

（前回から継続指定のため、引継ぎ業務なし）
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　

　

　アンケート全項
目において、要求
水準である80％を
達成していること
から、利用者の立
場に立った運営が
なされていると高
く評価する。

今後も色々なご意
見・要望に耳を傾け、
施設運営に生かして
いきたい。

職員の接客態度につ
いては、一部新人職
員等でご指摘をいた
だいたが、概ね良い
評価をいただいた。
今後も利用者の立場
にたった親切・丁寧・
適切な対応を心がけ
たい。

参加したこと
がないが今後

安い

まだ参加した
ことがない

どちらでも
ない

高い

②受講料や参加費はいかがでしょうか

妥当

18% 20% 55% 7% 0%

65% 16% 15% 0% 9%

ねします。
①受講した区民講座は何でお知りになりましたか

広報
チラシ

知人から ホーム
その他さっぽろ の紹介 ページ

27% 15% 58%

Q10．Q9で「参加したことがある」と回答された方にお尋

34% 44% 19% 3% 0%

【区民講座について】

参加したい

参加したこと
がある

54% 32% 9% 5% 0%

いたことがありますか

Q８．図書室職員の接客態度はいかがでしょうか

良い 普通
どちらでも
ない

悪い

Q９．豊平区民センター主催の区民講座にご参加いただ

41% 53% 6% 0%

②また図書室をご利用いただけますか
ぜひ利用 利用

Q７．Q６で「利用したことがある」と回答された方にお尋ね
します。

①どのくらいの頻度でご利用いただいていますか

年に数回
月に
数回

週に数回
開室日は
ほぼ毎日

ある ない
今後

利用したい

48% 47% 5%

【図書室ご利用について】

Q６．豊平区民センターの図書室をご利用いただいたこと
がありますか

良い 普通
どちらでも
ない

悪い

52% 33% 14%

87% 12% 1%

Q５．事務職員の接客態度はいかがでしょうか

1% 0%

12% 14%

Q４．貸室の利用時間区分はいかがでしょうか
今のまま 時間貸し

その他で良い が良い

Q３．貸室の利用料金はいかがでしょうか

安い 妥当
どちらでも
ない

高いとても安い

6% 15% 53%

77% 20% 2% 1% 0%

Q２．また貸室をご利用いただけますか
どちらかといえ
ば利用したい

どちらでも
ない

利用したぜひ利用
したい したい くない

利用

ある

Q１．豊平区民センターの貸室をご利用いただいたことが

【施設貸室ご利用について】

・総合的な満足度、接遇、貸室事業、図書事業に関する

ない

結果
概要

ありますか

とても安い

とても良い

とても良い

３　利用者の満足度

　　180枚配布　　回答　167枚　　回収率93％

満足度は目標80％に対し、いずれも95％以上であった。

81% 19%

▽　利用者アンケートの結果

実施
方法

1月4日～2月25日来館者に配布して実施

区民講座に参加した
ことがない方が6割近
くあった。魅力ある講
座を企画し、PRを工
夫し、参加者を増や
すよう努めたい。

どちらかといえ
ば利用したい

どちらでも
ない

利用した
したい したい くない
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広報
さっぽろ

参加したこと

6%

【地域憩いの場づくり施設活用事業（無料）について】

の紹介

参加したこと
がある

参加したこと

がないが今後
参加したい

0%

【豊平区民センターの施設等について】

12%

11%

利用者
からの
意見・要
望とその
対応

45% 33% 22%

【講座に関すること】
　・区民講座をもう少し増やしてほしい。

52%23%

ページ

20%

0%

普通

お尋ねします。
①参加した事業はいかがでしたか

0%

不満ない

31%

チラシ
知人から ホーム

その他

（囲碁・将棋、卓球、バドミントン）にご参加いただい

どちらでも
満足

まだ参加した
ことがない

②参加した事業は何でお知りになりましたか

Q14．Q13で「参加したことがある」と回答された方に

とても満足

1%

82%

参加したこと
がある

Q13．地域の憩いの場づくり施設活用事業

9% 49%

23%

たことがありますか

31%

とても満足

2%

Q12．Q11で「参加したことがある」と回答された方に
お尋ねします。

①参加した事業はいかがでしたか

42%

満足

【地域交流事業について】

Q11．豊平区民センターのセンター祭・コンサート等
・図書室事業にご参加いただいたことがありますか

がないが今後

②参加した事業は何でお知りになりましたか
広報

チラシ
知人から ホーム

その他さっぽろ

0% 36%

Q15．施設・設備の管理状況はいかがでしょうか

22%

63%

Q16．館内の清掃状況はいかがでしょうか

どちらでも
ない

0%

1%

普通 悪い

【図書室】
　◎蔵書数を増やしてほしい。
　◎新刊を増やしてほしい。
　◎１階に返却ポストを設置してほしい。

【その他】
　・施設管理もゆきとどき利用しやすい環境だと思います。
　・新人職員の接遇・訓練をしてください。
　・いつも気持ちよく応対され大変感謝しています。

1%

普通

1%

44%18%

ご意見や質問があっ
た場合にはできるこ
とは速やかに対応
し、職員間で情報を
共有し、改善や見直
しを図っていきたい。

新人職員の指導を丁
寧に行い、接遇等で
ご指摘のないよう努
めたい。
施設の老朽化に伴う
整備については、予
算の執行状況をみな
がらできる限りの対
応をしていきたい。
Wi-Fiについては、
Wi-Fi機器を2台常備
し、使用を希望する
貸室利用者に無料で
貸し出している。

◎意見・要望

【施設設備、備品に関すること】
　・日付でなく気温に合わせて冷房を使えるようにしてほし
　　い。
　・和室のふすまあたりが老朽化しており補修してほしい。
　・シャワー室を使えるようにしてほしい。
　・区民センターにWi-Fiを整備してほしい。
　

どちらでも
ない

悪い

良い

参加したい

の紹介 ページ

0%

【貸室料金に関すること】
　・貸室料金を安くしてほしい。
　・とても安い料金で利用させて頂きありがとうございます。

34% 3%

とても良い

22% 54%

良い

まだ参加した
ことがない

どちらでも
不満普通 ない

とても良い
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

収入

利用料金

その他

自主事業収入

支出

自主事業支出

利用料金収入が
計画を上回った。
利益還元を除く支
出と収入がほぼ
均等となり、安定
した財政運営を
行っていることか
ら、おおむね適切
に執行されている
と判断する。
また、剰余金を
活用して利益還元
を行い、施設の利
用環境の向上に
取り組んでいると
ころも評価できる。

４　収支状況

47,852

607

差(決算-計画)

指定管理業務支出

810

43,489指定管理業務収入

R７年度計画

43,489

43,437

43,437

△ 51

00

R７年度決算

指定管理費

16,811

47,852

20,619

26,475

759

0

△ 985

0

△ 7240

　　　・いこい　 スクリーン（備付)
       ・大ホール　 デジタルワイヤレスマイクロフォン
       ・料理実習室　　冷蔵庫　炊飯器 (2個)
       ・ライラック　　ループスタッキングチェア
       ・陶工芸室　  ドアノブ一式交換
　  　・２・３階化粧室　　のれん

下記のとおり

▼市民還元として、備品の購入等を行った。

0

48,837

内容

指定管理業務による利益還元 960

52

純利益 △ 724

48,837

3,808

25,868

4,363

▽　収支

4,363

項目

（千円）

5,400

0

【参考】

自主事業による利益還元

R7決算

00

収入-支出

法人税等

0

5,400

　収入は、令和7年7月に貸室料金の引き上げを行ったこと等によ
り、前年度より11.5%増となった。
  支出については利用者の利便性・快適性を高めるため、利用者
の要望・意見を踏まえて必要な備品の整備等を行った。その結果
724千円の赤字になったが、昨年度の剰余金で補い、引き続き安定
した財政運営ができた。

52 △ 1,037

▽　説明

令和7年7月から貸室
料金の引き上げを
行ったことや利用者
数が増えたことによ
り利用料金収入は計
画より約380万円増と
なった。

利用者が増加傾向
にあることから経年
劣化した備品の更新
や利便性を高める備
品の充実を図った。
その結果724千円の
赤字になったが、昨
年度の剰余金で補
い、引き続き安定し
た財政運営ができ
た。

今後も貸室のきめ細
かな対応、魅力ある
講座の企画、サーク
ルの結成サポート、
経費節減などを行っ
ていきたい。

52

0
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▽　安定経営能力の維持

Ⅲ　総合評価

◎事業・講座については、概ね計画通りに実施でき、参加 ◎貸室のPRや活動内容に沿った利用法の案内など、

　者の満足度も高かった。ZUMBA講座については、講座後 　よりきめ細かい丁寧な窓口対応を行い、利用率の向

　サークルが結成され、継続して活動を行っている。 　上を図っていきたい。

◎交流事業では、2年ぶりに豊平区民センター祭を開催し、 ◎講座・事業については、アンケートや窓口に寄せられ

　多くの方々が訪れにぎやかな交流の場となった。また、 　る利用者のニーズをとらえながら魅力あるものや役立

　二つのコンサートを開催し、小学校の合唱団とのコラボ 　つものなど充実を図りたい。また、終了後サークルを

　もあり、いずれも予定を上回る来場があった。

◎利用率、利用料金収入とも前年を上回ったことから、令

　和7年度は様々な備品の買換え、整備など利用者還元を

　行い、利用者の活動のサポートや利便性を高めることが

◎令和7年度は多くの利益還元をすることができたが、

　次年度は収支均衡に努めつつ、利用者の要望を踏

　掛けた結果、利用者アンケートでも概ね良い評価をいた 　まえ、利益還元を図っていきたい。

　だいた。今後も職員研修等により、接遇の向上を図って ◎利用者の声の把握、職員間での情報共有に努め、

　まいりたい。 　区民から親しまれ利用しやすい区民センターの管理

　運営を推進していきたい。

　適切に運営されているものと評価する。
貸室利用率は、当初計画（目標）を概ねクリアし、利用料
金収入が計画を上回った。これを活かした積極的な利益還
元による利便性の向上や、職員全員が丁寧な対応を継続し
たことが、利用者アンケートでの継続的な高評価につながっ
たと考えられ、多くの地域住民の交流等に寄与していただ
けたものと考えられることから、良好な運営であったと評価
できる。

貸室利用率は目標値を概ね達成したことから、現在も
取り組んでいただいているように、サークル化を見込める
ような魅力的な講座の開催など、貸室利用率の維持向上
に引き続き努めていただきたい。
利用者の満足度は、高水準となっているため、今後も利
用者の立場に立った丁寧な対応を継続することで、区民
からより親しまれるコミュニティ施設を目指していただきた
い。

◎職員の接遇については、来館者に親切丁寧な対応を心

▼オンブズマンへの対応を要する事例はなかった。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条
例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

　連携を密にし、経年劣化への対策・改善に努めたい。

　望める講座などを企画し、生涯学習や交流と利用の促

◎設備・備品については、関係各所、区役所担当課と

　進に繋げたい。

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項

【所管局の評価】

▼協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、暴
力団員や暴力団関係者を相手に契約を行わなかった。

不適適

▼条例の規定に則り、全て適正に対応した。

▼情報公開請求はなかった。

▼当団体の財務能力等は、他の指定管理施設（全市9施設）を含
め、スケールメリットを活かし経営の効率化を図ってきたことにより、
利用料金も当初計画を上回っており、安定経営能力は選定時より
向上している。

不適適

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

　できた。
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